
阪和電鉄　1000形　形式図

1930年　日本車輌ー東洋電機製の私鉄として

は大型に属する貨物用電機

屋根前面に丸味をおびた車体のデザインや

下回りの構成など、当時としてはかなり

進歩的な、また異色あふれるスタイル

買収により国鉄ED38となったが、図は

大体買収前の№1002を示した

同形式が4輌あるが各車で多少の相違があり、

特に図の前期型と後年の増備機2輌との間には、

部分的にも寸法的にも可なりの差がみられる

φ1220

5
80

505 8002000875

97
0

460 460

20
0600 600560

1
22

16
50

600

13400

12480

1640 1350 1350 3800 2700 1640

6500

9200

9400

21
00

1
50
0

3
60
0

3
80
0

310 310

56
0

1
09
5

23
0

1
27
0

96
5

77
0

9
65

12500

600 600

12800

1
45
0

1330

2
70
0

1
85
0

150 1155 6620 1155 150

2700

1067

16
08

88
0


